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昭和48年 度 研究報告

1)今 田盛生:ミ ズナ ラの絹材林施業.林 業技 術 ろ73:葉5--39tH本 林 業技徳協会

(48.4)

2)今 田 盛生:ミ ズナ ラ構造材俣続生産林への誘導試験 第 葉報 試験林の概況 と誘導の基 本

計画.九 大 演習林集報25:21-45(492)

5)今 田 盛生:ミ ズナ ラ構造材保続生産林への誘導試験 第2報 林道網 の開設 と森林区画の

設定.九 大演 習林集報25:45--54(49.2)

4)今 田 盛生:台 切 を応 鰐 した ミズナ ラの稚樹刈 出.第84園 日本林学会大会講演集:265

-v・・265(4g .5)

S)今 田 盛生:ミ ズナ ラ天然下種更新に よる更新面 の主伐木間隔に もとつ く組織化.H本 林学

会北 海道支部講演集22=25--25(・49.5)

B北 方広葉樹天然林地帯に於ける森林施業

に関する研究

柿 原 道 喜 ・ 今 田 盛 生

北海道東部地方に広 く分布する広葉樹天然林地帯に論ける森林施業上の基礎資料を得ること

を目的として、前年度にひき続き次の事項を実施 した。

!固 定標準地にょる広葉樹天然林の解析

1老 令広葉樹天然林に設定 されている4個 所の固定標準地の調査結果をとりまとめた。そ

の結果、

イ 老令広葉樹天然林は、現在でも1%弱 の生長率を もつているこの固定標準地の例から考

えると、絹当高蓄積の林分になることが予測され る◇

ロ ー般に形質不良木が多いが.こ れは過去において、保育作業が皆無であつたこと.火 入

れが行なわれたことなどが原因であるので.集 約なとり扱いを行なえぱ形質のよ偽林木の

生産は可能と考えられるo

ハ 特に、ヤチダモ.ハ ルニレ.ミ ズナラなどは、自然に成立 しだ場合で も形質のよいもの

が多いため、良形質の林木生産を目的とした施業の対象樹種としてあげられるo

ことなどを認め.そ の詳細を第22回H本 林学会北海道支部大会で報告 した。



2.イ タ ヤヵエデが純林状 を呈 している林分 に設定 されている固定標準地 の調査結果 を.イ タ

ヤカエデが下層木 と して多数成立 してい る固定標準地の調査結果 と比較 しなが ら解析 した。

その結果.

イ イタヤカエデは耐陰性が強 く.天 然林の下 部に あつて も僅 かず つ生長を してい る樹種 では

あるが.上 木が伐除され る と生長量 も増 加 して純林 状を呈す るよ うκなる もの と推測され る。

ロ この ように して成立 したイタヤ カエデ天然林 は、ある程度 の生長量 は期待 で きるが 、ヤマ

ハンノキの ような早生樹が上木 として混入 してい る場合には、上 木の枯損量 が多いので林分

と しての生長量は あまり多 くない。

ハ イタヤカエデは .胸 高直径が大 きくなる と材積生長量 も増加する こと.枯 損木の 発生量が

少 ないこ とか ら考える と.こ のイタヤカエデ天然林は.年 数の経過 とともに生長一量 も増大 し

てい くこ とが予測 されるo

こ となどを認め.そ の詳細 を第85回 日本林学会大 会で報告 した。

llカ ラマ ツ林 の施業

本地帯に於ける主要造 林樹種 であるカラマ ツの施 業に2い て は.次 の事項 を実施 した。

1カ ラマツ林の施業 目標 と伐期令の間の関係について若干の考察を こころみ.次 の諸点 を明

らか にしたo

当 面の施業 目標 として構造材生産を とりあげた場合 には.工 芸的伐期 令または金員収穫最

多の伐期令 を採 用するこ とが妥当で あb.し か も.そ れは地位 の よい場合 に限定 され るQこ

れに対 し、材積収穫量の増大を 目指す場合 には.材 積収穫最 多の時期 を伐期令 とす るのが望

ま しく、前者 に くらべ る と短伐期 となる。林相改 良とい うことを施業 目標 とした場合に は.

伐 期令 より改 良期 の問題 が重 要 となるが.改 良期 に関す る諸事項 の決定 にあた つては伐期令

が関与 して くる。 す なわち.林 相 改良作業開始の時期は若い林令 が伐期 となる材積収穫最 多

の時期 が望 ま しく.改 良作 業の終期 は、経済的 視点か ら.目 標 とする大 きさの林木が得 られ

る時期(工 芸的伐期 令).ま たは金員収穫最 多の時期 とするのが妥当で あり.こ の両者の間

隔年数 を改良期 間 とすべ きで あろ う。 もし、究局 の目標 として単木施業林分へ の誘導 とい う

こ とを とりあげた場合 には.改 良期終了後.誘 導す るための施業 をこ うずるのが適 切で ある

と考 えられ る。

以上述 べた ことか ら.林 相改 良 とい うことを施業 目標 として とりあげた場合には、伐期令 は.

改 艮期 に関す る諸事項 を決定するための一つの根 拠をあたえる もの としての意義を もつて くる もの

とい うことがで きるo

上 述の結 果はt8月 札幌 で開催 された弟14回 林業 統計研究会 シンポ ジュー一ムで報告 しだが .



その詳細 は別 に発表 の予定で ある。

2.昭 和43年 に設定 した収穫試験林の間 伐を行ftつ たo本 試験は.伐 期令 を48年 と想定

8年 後に2回 目の間伐 を行 な うことに より、伐期時 の成立本数が.ha当b1,000本.900本.

8eo本 」フ00本.68C2×5暮o本 になるXう 計画が くまれてい る0

3.カ ラマ ツ林 施業の一方法 として、林 内更新の手法 に ょb.将 来.エ ゾマ ツ.ト ドvツ 林

に転換する ことが考 え られてい るoそ こで、 この問題 を解明す る一 資料 とするた め.22林 斑

は小班17年 生造 林地 内の孔状裸地8個 所に.昭 和45年 春.ト ドマ ツほか5種 を植 栽 したが.

本 年度.生 存率な らびに伸長量の調査を実施 したoそ の結果は 次表の と於 りである0

17年 生 カ ラマ ツ林内 に植栽 された4樹 種の4年 後 の状況

(プ ロッ ト数8)

※ 上段 は平均殖.下 段は最大 、最小値

樹種間の差 の検定 を行 な つた ところ.生 存率 は.ト ドマ ツ〉 ス トロー ブマツ‡ ヨー 獄ツバ ト

ー一ヒ=≒アカエ ゾマツ
,伸 長量は.ス トロー ブマツ=≒トドマ ツ傘 ヨー ロッパ トー ヒ〉ア カエ ゾマ

ツとなるoそ のため.現 段階で生存 率.伸 長量 と もに もつと もす ぐれ てhる のは トドマ ツで あ

る とミハうことがで きるo


